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15 15開発・保全

1.土 地 利 用

2.土地の価格

1.土地利用

我が国の土地利用形態は、森林を除いていずれも複雑に入り組んだ形状

を示し、全般的に国土の自然条件をよく反映している。

山地・丘陵と火山地は大部分が森林に覆われ、わずかに採草放牧地や果

樹園などに利用されている。

台地・段丘と低地からなる平野部は、ほとんど耕地や市街地などに利用

され、森林はごくわずかである。市街地などの都市的土地利用を除いて、

低地はほとんど水田に利用され、台地・段丘は主に普通畑とそのほか果樹

園や桑畑・茶畑に利用されている。灌　施設の整った台地・段丘は水田と

しても利用されている。北海道の北部と東部は、寒冷な気候のため稲の栽

培ができないので、低地も普通畑や低木林・草地に利用されている。

果樹園や桑畑・茶畑の分布は、自然条件のほかに社会・経済的条件の影

響を受けて、地域的にかなりかたよっている。

国土利用白書によると、1987年の国土の利用形態別面積とその割合は、

農用地544万ha(14.4％)、森林2528万ha(66.9％)、原野29万ha(0.8％)、

水面・河川・水路132万ha(3.5％)、道路110万ha(2.9％)、宅地155万ha(4.1

％)、その他280万ha(7.4％)である。1983年から1987年にかけては毎年3

～3.5万haが農林業的土地利用(農地、林地)から都市的土地利用(住宅地、

工業用地、公共用地等)に転換されている。近年は、林地からレジャー施

設用地への転換面積が増加している。

〔凡例と作図の要点〕

市街地：国勢調査による人口集中地区とそれに含まれない大規模な工場

地区、飛行場など。

水田：水稲を栽培する水田とい草田、蓮田。

普通畑：普通の畑作物を栽培する畑。牧草畑、苗木畑、パイナップル畑

を含む。

果樹園：果樹を栽培している樹園。

桑畑・茶畑：野菜などが間作されているものを含む。

森林：幼齢林と伐採跡地を含む。

低木林・草地：採草放牧地と笹地を含む。また、ゴルフ場などの緑地を

含む。

裸地：岩石や砂礫の露出している部分。

〔主な資料〕

1.国土地理院,1：25,000地形図,1：50,000地形図

2.国土地理院,1：25,000土地利用図,1：50,000土地利用図,

1：200,000土地利用図

3.北海道開発庁,1：200,000北海道土地利用図,1968

4.国土庁,1：200,000土地分類図(土地利用現況図),1970～1977

5.総務庁統計局,昭和60年国勢調査報告

6.国土庁,国土利用白書(平成元年版)

2.土地の価格

地価公示の始まった1970年代から、地価が大きく上昇した時期は

1972～1973年、1979～1980年、1983年以後の3回ある。

1972～1973年は、企業の事業用地取得や大都市等への人口集中による土

地需要の増加に、いわゆる列島改造ブームなどによる投機的な土地需要が

加わり、三大都市圏の地価(住宅地)はこの2年間に約1.8倍となった。

1979～1980年は、住宅需要と供給の不均衡から住宅地での地価の上昇が

大きいが、伸びの量は相対的に緩やかで1978～1981年の4年間でも約1.5

倍である。

1983年以後の上昇は、前2回の地価上昇では住宅地が先行し、その量も

商業地より大きかったのに比べ、商業地が先行し、住宅地より上げ幅も大

きい。東京圏の地価は、1986～1988年の2年間に2倍以上になったが、

1989年には沈静化傾向がみられた。一方、大阪圏では1987年から地価が上

昇し始め、1989年1月現在で最も上げ幅の大きい(前年比35.6％、商業地)

地域となった。このほかに東京圏から周辺部、地方圏への地価上昇の波及、

圏内では中心商業地から周辺商業地、住宅地への波及という現象が顕著で

ある。

〔凡例と作図の要点〕

地価公示法(昭和44年法律第49号)によって、国土庁土地鑑定委員会は都

市とその周辺の地域などで標準地を選定し、その正常な価格を判定し公示

することになっている。

この図は、1989年1月1日現在の地価公示の標準地約1万7000地点のう

ち、住宅地として利用されている約1万500地点を取り出し、土地1m2あ

たりの価格を階級区分して色別に表示したものである。

〔主な資料〕

1.国土庁,平成元年地価公示

2.国土庁,国土利用白書(平成元年版)
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